
萩原AIPS研究所の取り組み

新太陽光発電素子で日本のエネルギー課題を解決して
人のパートナーになるアトムのようなロボットを創る
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N- 基板の濃度と厚さを薄くすると
完全空乏化領域とする事が可能



ペロブスカイト太陽電池とは

桐蔭横浜大学の宮坂 力(みやさか つとむ)
特任教授が発明した、次世代型の太陽電池で
す。

従来のシリコン型太陽さ電池と比べると、
次のような特徴があるため、様々な用途への
展開が期待できる。

・薄くて、軽く、曲げられる 
・塗って乾かす印刷技術で作製できる 
・弱い光（曇天、雨、屋内）でも発電できる
・原料の多くが国内で調達可能

ダブル接合型は材料には関係しません
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シリコン結晶材料にも、ペロブスカイト膜にも適応可能

厚木市実証実験 2024.3 ～ 2025.2
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日照時間
①平均日照時間 ２h
②月間日照時間 ６０h

パネル発電量）（1平方メートル）
③太陽光エネルギー １kw/h
④変換効率 ７０％
⑤パネル発電量 0.7Kw/h
⑥12枚 8.4Kw/h
⑦月間発電量 504Kw/h

屋根の面積
⑧縦３ｍ 横7ｍ 27平方メートル

パネル12枚は可能

蓄電器
⑨週間消費電力量 100KWｈ/week
⑩Bonnen Battery社 150Kwh
⑪位置エネルギー 高さ９ｍ
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ダブル接合型新素子のパネルを我が家に設置した場合の仮説
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ダブル接合型新素子のビジネスモデルの仮説

１．販売方法 リース方式（１０年で新機種と交換）
２．金額 現行の使用量の半額程度のリース金額
３．使用電力条件 上限を設定（上限を超えた分は有料）

下限を下回った場合はその分リース料金を減額）
使用しない場合（長期不在等）リース料無料

４．リース解約 物品引き取り。（リース契約時に解約条件設定）
５．解体再利用 解体した材料は再利用

６．その後目指すところ アトム（ＡＩ）＋自動車＝自動運転車
アトム（ＡＩ）＋調理機＝コックさん
アトム（ＡＩ）＋家 ＝温泉旅館


